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MASUBUCHI Toru 【国内学会発表】

「保護の立場からみた遺跡の活用と修景の問題」／日本造園学会関西支部、奈良市、1999年10月。
「高松塚古墳が提起したもの―遺跡の価値と保存の課題」／日本遺跡学会、大阪市、2006年5月。

【講演】

「斎官と土器」／斎宮歴史博物館「史跡斎宮跡発掘30周年記念特別展『器は語る700年』シンポジューム」、
2000年10月。

「岩橋千塚古墳群の保存と将来像」／和歌山県立紀伊風土記の丘資料館、2001年11月。
「古代国家における近江国の特質」／「いにしえの近江再発見歴史フォーラム　丘上の甍群・近江国府」、大津
市、滋賀県教育委員会他、2001年12月、単独。

「ふるさとの文化遺産の保存と活用を考える」／兵庫県豊岡市、豊岡市出土文化財管理センター、2003年3月。
「丹波国分寺の創建と推移」／亀岡市教育委員会、シンポジウム「丹波国分寺を考える」、2003年8月、単独。
「聖武天皇と大仏造立・甲賀寺」／史跡紫香楽宮跡保存会、信楽町、2003年11月、単独。
「世界遺産都市京都の特質と課題」／京都市文化市民局文化財保護課・東京女子大学連携講座、東京女子大学、
2003年11月、単独。

【研究費】

「日野法界寺の調査」／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費430千円、京都橘史跡研究会　歴史学科学
生11名（1998年度）、共同。

「①安楽寿院②京都市内古代寺院所在調査」／京都市文化市民局文化財保護課（委託調査）、調査委託費799千
円、京都橘史跡研究会　歴史学科・文化財学科学生14名（1999年度）、共同。

「京都市内古代寺院所在調査」／京都市文化市民局文化財保護課（委託調査）、調査委託費488千円、京都橘史
跡研究会　歴史学科学生8名、大学院歴史文化専攻生4名（2000年度）、共同。

「法観寺の調査」／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費478千円、京都橘史跡研究会　大学院歴史文化
専攻生、歴史学科・文化財学科学生11名（2001年度）、共同。

「大原野神社の調査」／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費310千円、京都橘史跡研究会、大学院歴史
文化専攻生、歴史学科学生6名（2003年度）、共同。

「世界遺産追加登録のための文化遺産基礎調査」（2007年度）／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費
2,500千円、京都橘史跡研究会、文学部歴史学科学生4名、文化政策学部文化政策学科学生1名、共同。

「世界遺産追加登録のための文化遺産基礎調査」（2008年度）／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費
2,000千円、京都橘史跡研究会、文学部歴史学科学生4名、文化政策学部文化政策学科学生1名、共同。

「世界遺産追加登録のための文化遺産基礎調査」（2009年度）／京都市文化市民局文化財保護課、調査委託費
2,000千円、京都橘史跡研究会、文学部歴史学科学生8名、共同。

【その他】

＜史料紹介＞「三善清行意見封事十二箇条」『歴史と地理』／「日本史の研究」137、1987年6月、単著。
＜解説＞「特別史跡の指定と保存」『歴史と地理』／「日本史の研究」148、1990年3月、単著。
＜解説＞「古都奈良の文化財」／『ユネスコ世界遺産年報1999』No.4、㈳日本ユネスコ協会連盟、1999年2月、
単著。
＜解説＞「宣・召文・進上状・返抄・請・その他の文書」／『日本古代木簡集成』／木簡学会編／東京大学出版
会、2003年5月、共著。

【著書】

『宇都宮二荒山神社誌　通史編・資料編・図録編』／二荒山神社、1990年4月、共
著。

『南河内町史　史料編 2―古代・中世―』古代について分担執筆／南河内町、1991
年3月、共著。

『図説　日本の史跡　第8巻―近世・近代 2―』編集協力および総説・解説執筆／
同明社、1991年5月、共著。

『立体復元　日本の歴史　上・下』／新人物往来社、1997年3月、共著。
『南河内町史』／「通史編　古代・中世」、南河内町、1998年3月、共著。
『文化財探訪クラブ12　史跡を歩く』／「探訪の楽しみ」「世界遺産」「歴史の道」、
山川出版社、2000年8月、共著。

『京の鴨川と橋』／「鴨川と平安京」、思文閣出版、2001年7月、共著。
『＜都＞の成立　飛鳥京から平安京へ』／「貴族の生活と心情」、平凡社、2002年2月、
共著。

『京都の女性史』／「藤原寛子とその時代」、思文閣出版、2002年10月、共著。
『日本の時代史30　歴史と素材』／「文化財保護と史跡保存」、吉川弘文館、2004年
11月、共著。

『世界遺産と歴史学』／「文化財と世界遺産」、山川出版社、2005年12月、共著。
『史跡で読む日本の歴史5　平安の都市と文化』／吉川弘文館、2010年5月、編著。

【論文】

「『政事要略』所引『勘解由使勘判抄』詳解」／『史学論叢』11号、東京大学古代史
研究会、1985年3月、単著。

「『勘解由使勘判抄』の基礎的考察」／『史学雑誌』95巻4号、東京大学文学部史学会、
1986年4月、単著。

「平安前期国司監察制度の展開について」／『古代史研究の最前線』2巻＜政治・経
済編＞下、雄山閣、1986年11月、単著。

「遺跡の整備と歴史学―建物復元の背景と問題―」／『建築雑誌』113巻1426号、日
本建築学会、1998年9月、単著。

「上訴と功過」／『京都橘女子大学研究紀要』第25号、1999年1月、単著。
「藤原道長執政期の受領功過―『北山抄』古今定功過例を参考に」／『日本律令制の
展開』、吉川弘文館、2003年5月、単著。

「遺跡連携（コンソーシアム）の課題と方向性―可能性を探る前提として―」／『遺
跡学研究』第5号、日本遺跡学会、2008年11月、単著。

「平安京と捨て子に関する覚書」／『女性歴史文化研究所紀要』第18号、京都橘大学
女性歴史文化研究所、2010年3月、単著。

研究課題1⃝平安時代史研究
研究課題2⃝出土文字資料に関する研究
研究課題3⃝文化財保護史に関する研究
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